




本誌4ページから27ページに掲載されているイラストは、2023
年現在、千葉県の航空科学博物館にて常設展示されているもの
である。いまのところNobさんの原画を常時見ることができる
のは航空科学博物館のみとなっており、大変貴重なので是非見
に行ってもらいたい

http://www.aeromuseum.or.jp/
千葉県山武郡芝山町岩山 111-3

●入館料　大人：700円　中高生：300円　こども（4歳以上）：
200円
●午前10時から午後5時（入館4時30分まで）
●休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）年末
12月29日から31日
※情報は全て2023年のものです
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下田信夫
●しもだのぶお　1949年2月14日～2018年5月22日
（享年69）。東京都北区生まれ。初めて実物の飛行機を見
たのは小学4年生のころ、都内見学で羽田空港へ行った時
のこと。飛行機模型は木材を削って作ったソリッドモデ
ルを手始めに、飛行機や戦車のプラモデル作りに明け暮
れた。都立工芸高校を卒業後、東京航空計器に入社。仕
事の傍ら趣味のヒコーキ画を極めようと、カルチャース
クールに通って基礎修行に励んだ。退職しフリーイラス
トレーターの道を歩み始めたのは入社から3年4か月後。
以来、『読売少年少女新聞』での挿絵や4コマ漫画を描きな
がら、やがて好きなヒコーキのイラストを描く場を求め
て作品を持ち込んだ先が、航空雑誌の老舗『航空情報』。
そこで出会ったのが後に月刊『航空ジャーナル』を創刊す
る青木日出雄氏であり、編集者の藤田勝弘氏や中村浩美
氏だった。このときの下田さんはまだ20代前半という若
さ。青木氏らが1974年に『航空ジャーナル』を創刊する
とNobさんはメインイラストレーターとして起用された。
「拝見、体験、奮戦記！」などのルポや編集後記のひとコマ
漫画など、ヒコーキ好きにはたまらないウィットに富ん
でいた。また厳密な時代考証に基づいているにも関わら
ず、何よりすべての航空機が愛らしく描かれ、読者の人気
を集めた。同誌廃刊後も雑誌『スケールアヴィエーショ
ン』や『丸』などで連載を持った。著書に『Nobさんの飛行
機画帳 イカロス飛行隊』（光人社／刊）、『球形の音速機』
（廣済堂出版／刊）など。『Nobさんの航空縮尺イラストグ
ラフィティ』（大日本絵画／刊）は本書で4冊目P4～P27、P62～P67 実機解説／二宮茂樹
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●なかむらひろみ　1946年生まれ。'79～'84年に『航空ジャー
ナル』の編集長を務めた後、航空評論家、TVキャスターとして独
立。下田信夫氏との付き合いは、無名時代から世界各地を一緒
に取材するなど生涯に及んだ。『飛行機をめぐる冒険』、『旅客機
大全』、『YS-11世界を翔けた日本の翼』他多数

中村浩美

僕が観たNobさんのヒコーキ・ワールド

　Nobさんとの出会いは、1971年9月17日のことだった
（記録が残っている）。当時僕が所属していた『航空情報』
の編集部に、Nobさんが作品を収めたファイルを抱えて
訪ねてくれたのだ。すでにほかの雑誌でNobさんの作品
を評価していたので、編集部としては大歓迎の売込み
だった。でも月刊本誌ではすぐにはページを用意できな
かったので、まずは増刊号でデビューしてもらった。最
初はカット絵や挿画だったけれど、単なる説明的な挿絵
ではないところがユニークだった。アイデアやツイスト
（ひねり）が込められていた。後年の天才的な到達点の萌
芽が、すでにあったのだ。増刊号と並行して月刊本誌に
も登場してもらうまで、そう時間はかからなかった。
　Nobさんが初めて搭乗した飛行機は、YS-11だった。
1972年5月20日のことだ（これも記録が残っている）。全
日空の東京～秋田線のYS-11だ。僕が同行した。エアルー
トを紹介する取材旅で、僕の文章とNobさんのイラスト
という組み合せで掲載された。これがその後何十篇と続
くことになる、二人の共同作業の始まりだった。それは
また国内各地、アメリカ、ヨーロッパへと続く、一緒の旅
の第一歩でもあった。Nobさんのイラスト・ルポのルーツ
と言っても良いだろう。
　1974年に、青木日出雄さんを中心に僕たちが『航空
ジャーナル』を創刊したときには、懇願してNobさんに専
属イラストレーターになってもらった。ここを舞台に、
Nobさんの多彩な才能が一挙に開花し、本誌と増刊号で
八面六臂の大活躍が展開されたわけだが、言い方を変え
ると僕たちがNobさんをこき使ったということでもある。
飛行機イラストは勿論のこと、イラスト・ルポ、体験記、ピ
クトリアル・ヒストリーなどなど編集部のどんな要求に
も、常に全力で応えてくれた。Nobさんは完璧主義者だか
ら、アイデアでも表現でも自らに妥協を許さないので、苦

悶の日々を過ごすこともあったようで、締切り破りの常
習犯だった。しかし出来上がりは常に素晴らしいもの
だったので、僕たちのイライラやハラハラは、作品を見た
とたんに霧消したものだ。
　Nobさんの評価と声望を決定づけ、多くの飛行機ファ
ンに愛された「ひとコマ漫画」は、『航空ジャーナル』編集
後記の連載だった。Nobさんの「ひとコマ漫画」には、アイ
デアがあり、ツイストがあり、ユーモアやアイロニーも込
められている。暗喩も秘められているから時に超難解と
も評され、解読にマニアの頭を悩ませ、そして心をわしづ
かみにした。
　Nobさんの飛行機イラストの最大の特徴であり魅力は、
ユニークな究極のデフォルメにある。コロコロとした丸
みを帯びた、あの“立体感のあるデフォルメ”（Nobさん自
身の表現）だ。デフォルメのラインが良く分かる線画が
見事だが、カラー原画ではその魅力が倍増する。この作
品集でも、古典機から超音速機まで、そのNobワールドを
満喫できるだろう。状景や人物が描けるのも、Nobさん
の才能だ。書き文字もいい。そこで優れたイラスト・ル
ポや体験記が生まれ、初飛行や記録飛行の歴史的シーン
の再現も描かれたわけだ。この作品集では、特に空戦史
でその成果を確認することができる。
　僕が『航空ジャーナル』の編集長を辞めて独立してから
は、仕事での付き合いはなくなったけれど、プライベート
な交誼は終生続いた。会う機会は減ったけれど、会えば
いつでも原点に戻れたものだ。二人の原点とは、お互い
に無名時代の若き日に、新宿の酒場で夜な夜なグラスを
重ねあった日々のことだ。夢を、野望を、酒の勢いを借り
ながら語り合ったものだった。遠くまで行くんだという
気概があった。Nobさんと僕の青春の日々だ。Nobさん、天
国のヒコーキ王国でまた会おう。
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左上を飛んでいるのがアメリカのカーチスR3C-2で、1925年のシュナイ
ダートロフィーレースで優勝後、世界速度記録を更新した。その6年後、下の
スーパーマリンS.6Bがやはりシュナイダーレースの優勝後に速度記録に挑
戦しR3C-2の記録を更新。このS.6Bの改良設計を任されたのが、かの
R.J.ミッチェルでスピットファイアの設計者だ。その後、右上のマッキ
M.C.72が1933年に速度記録に挑戦し、S.6Bの記録を更新している

スーパーマリン S.6B
1931年・イギリス

Supermarine S.6B

航空科学博物館全所蔵作品12



伝説の模型誌「レプリカ」表紙画

CVN-68空母ニミッツから発艦したのはスカルのエンブレムで有名なVF-84
ジョリー・ロジャースのF-14Aトムキャット。まだ視認性の高いハイビジ塗装
が施されていた時代だ。武装はF-14専用のAIM-54フェニックスとAIM-9サイ
ドワインダー、AIM-7スパロー装備の満艦飾。ニミッツに並走するのはミサイ
ル駆逐艦ジョン・ポール・ジョーンズ。ニミッツが第11空母打撃群旗艦である
ことを踏まえ、随伴艦まで描くというNobさんならではの視点だ

グラマン F-14 トムキャット
1987年7月号（通巻17号）
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着彩イラスト

1943年、4発の高性能大型陸上攻撃機が必要と海軍が中島飛行機に試作機を発
注、中島は捕獲したB-17の装備などを参考にB-17よりやや大きめに設計した。
極力空気抵抗を減らし排気タービンを装備して高性能化をはかり、約1年後に1
号機が完成したがすでに資材調達が難しくなっており、1945年に試作機が4機
完成したところで資材を戦闘機に回すとして開発は正式に中止された

ドイツのユンカースK37爆撃機を拡大する形で三菱が開発した九三式重爆撃機
は、急いで採用を決めたため配備した部隊で不具合が続出した。そこで機首や
エンジン回りを再設計したところわずかに性能の向上が見られたので、これを
九三式二型双発重爆撃機とし改めて採用した。ユンカース機と同様の波板外板
を持ち、エンジンナセルから主脚を覆うスパッツが特徴だった

中島 G8N 連山
三菱 キ 1-II 九三式二型双発重爆撃機
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